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第二次大戦期のシアトルに
おける新開と日本人問題
黒 川 勝 利
第二次世界大戦はようやく軌道に乗りつつあった在米日本人,日系人の生
活を完全に破壊した｡それは太平洋岸北西部における在米日本人社会の中心
也,シアトルにおいてもまったく同様であった｡ほとんどすべての在米日本
人,日系人はそれまで築き上げてきた生活の基盤を奪われ,短時日のうちに
内陸の収容所に向かって旅立つことを余儀なくされたのである｡
このノートの目的は,このように出身国との戦争によってきわめて不安定
な状態におかれ,ついには建国の理念と憲法によって保障されているはずの
権利を奪われた在米日本人,日系人に対して,当時のシアトルの諸新聞がど
のように対応したかを整理することである｡整理の対象として,シアトル ･
タイムズなどの一般紙とならんで,発行部数や発行の頻度,そしてもちろん
影響力の点でこれらにはるかに劣る黒人新聞,さらには労働団体の機関紙の
記事,論説なども一部に含まれている｡
もっとも,一般紙や黒人紙がその主たる読者であるシアTtJレ一般市民,あ
るいは黒人市民の意図からいちおう独立してそれ自身の判断に基づいて論説
や記事を発表しているのに対して,機関紙である労働紙の場合そのような裁
量の余地が小さく,その論説や記事はそのまま特定の労働団体の意向を反映
していることが多い｡すなわち,一般紙,黒人紙と労働紙では基本的に性格
が異なっているように思われる｡したがってこのノートでも,労働紙につい
てはその論説,記事と同時に,その発行母体である労働団体自体の動向にも
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注目している｡
Ⅰ
最初に,真珠湾攻撃の直後にノースウェス ト エソタプライズNorthwest
Enterpriseに掲載された論説の一部を紹介 したい.同紙は当時のシア トルに
おける唯一の黒人新聞であった｡
冷静さを失うな｡愛国主義の名の下に罪を犯すな｡
我が国に対するこの宣戦布告なき攻撃は卑劣なものであるが,その報復を我が国に
住む罪のない日本人市民に向けてはならない｡彼等をやっつけて仕返ししようとする
のと同じ群集心理が,あなたたちを森の中を引きずってどこかの四つ角で吊し首にし
て来たのである｡
日本人にはこの戦争への責任はない｡彼らはたしかに良き市民であり,仕事に従事
しており,彼等を裁判所で見かけるようなことはめったにないのである｡アメリカ生
まれの人々が虐待され,侮辱され,傷つけられるようなことがあれば,とりわけ悲劇
的である(1)0
真珠湾攻撃直後に散発 した在米日本人,日系人-の攻撃を批判するこの論
説は,注 目に値するものではあるが,実のところ当時のシア トルにあっては
それほど特異なものではなかった｡開戦直後のシア トルにおいては,一般市
民向けの3新聞,すなわちシア トル ･タイムズSeattleTimes,シア トル ･ポ
ス ト･インテリジェソサーSeattlePost-Inteligencer,およびシア トル ･ス
ターSeattleStarの各紙もほぼ同様の見解を表明していたのである｡たとえ
ばシア トル ･タイムズとシア トル ･ポス ト･イソテ ])ジェソサーは,それぞ
れ12月9日の論説,｢市民の第-の義務一 日分の仕事に専念せ よ｣の一部
と,12月11日の論説,｢当地の日本人｣の一部において次のように述べてい
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る｡
シアtJレのアメ7)カ生まれ日本人の大集団の指導者たちは彼等の合衆国への完全な
忠誠を再確認したo生誕の地-の彼等の献身は,実際疑う余地のないものであったO
彼等の現在の立場は愉快なものではなく,その点において彼等はあらゆる愛国的な市
民が当然受けるべき同情と敬意に値する｡
ともあれ,次のことは明らかである｡彼等やその他の国民を詰問し苦しめることは
民間人の役目ではない｡もし外国人を監視する必要があるのであれば,疑いもなく政
府の諸機関がそのように指示され,効果的に監視を行うであろう｡
ヒステリックになる必要はない｡迫害の理由はない｡合衆国は有能で頼りになる連
邦検察局を有している｡
今日のシアトルにおけるもっとも悲しい人々は生まれながらのアメリカ人であるニ
セィ,すなわち第2世代の日本人たちであるD彼等はアメ1)カ市民としての資格をす
べて備えていながら,しかも本質的に日本人種としてマークされるのである.
ポスト･インチ1)ジェソサーは,これら第2世代の少年と少女,男性と女性が忠実
なアメリカ市民であって,他の人々同様にナチスと日本の同盟,および合衆国への卑
劣で裏切り的な攻撃を嘆いているということを,すでに何度も主張してきたoそして
さらにもう一度主張する｡
我々はその他のアメリカ人の圧倒的多数がニセイの窮状を理解して彼等に同情して
いるであろうと信じている(2)｡
アメリカ労働総同盟 (AFL)の地方組織であるシア トル中央労働評議会の
機関紙,ワシン トン ･ステイ ト･レイバー ･ニュース WashingtonState
L,aborNewsもまた,12月19日号の第 1面に次の ような コメン トを付記 し
て,ジェームズ ･サカモ トが編集するジャパニーズ ･アメリカン ･クーリエ
JapaneseAmericanCourierの合衆国への忠誠を誓 う宣言を転載 している｡
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はぼ14年間当地で発行されてきた週刊紙,ジャパニーズ･アメ1)カソ･ク-1)ェ紙
の編集者であるジェームズ･Y･サカモトの以下のような宣言を読むならば,シアト
ル市民の間に存在する日本人社会のメンバーの忠誠心についての疑問は消滅すること
と思われるDレイバー･ニュースは,この声明の中心的な思想と目的と思われる箇所
を強調して,この記事にスペースを提供することとする(3)｡
このように開戦直後のシアトルのジャーナリズムは,一般紙,労働紙,慕
人紙を問わずほぼ一致して日本人社会の合衆国-の忠誠を評価,強調したの
である｡
その理由としてほ,さしあたり以下の2点を指摘することができる｡
第1に,ジェームズ ･サカモ1.,1)チャード･タケウチ,ウィl)アム ･ホ
ソカワなどをはじめとする当時の日系人指導者の懸命の努力である｡このこ
とは,紹介した記事の文面からも容易に読み取ることができる｡今後の困難
を予測した彼らは,忠誠をいち早く表明,宣言することによってシアトル市
民の在米日本人,日系人に対する反発を和らげようと努めたのである｡
第2に,20世紀初頭から1920年代のような緊張期を経て,1940年頃には,
シアトルの日本人たちが白人社会に一定程度とけ込んでいたという事実であ
る｡このことは労働運動についてさえも言える｡私は別稿において,20世紀
初頭のシアトルにおいて労働観合が日本移民排斥運動の中心であったこと,
日本人が白人中心の労働運動との間に協力関係を築くためにいかに苦労した
かという事実を,明らかにした(4)oこのような差別は1940年鄭 こも完全に払
拭されたわけではなかったが,それでも20世紀初頭とはやや状況が変化して
いたように思われる｡シアトル中央労働評議会の1942年3月4日の議事録は
次のように記録している｡
第44支部のラゾ同志は,彼の巌織がこの戦争によって大きな打撃を受けていると報
告したO彼の取合員の50パーセントは日本人であったo彼は兵役につくことになって
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おり,全代議員に別れを告げるとともに,これまで与えられた多大な支援に対する感
謝の意を表明した(5)｡
この車庫従業員魁合 (GarageEmployees)第44支部が,シアトル中央労働
評議会に横極的に参加し,しばしば活動報告を行っていたという事実は,
1930年代末から40年代初頭の中央労働評議会議事録を吟味することによっ
て,確認することができる｡
1920年代以前のシアトルにも日本人を受け入れる組合が存在しなかったわ
けではないが,このように中央労働評議会に積極的に参加している観合のメ
ンバーの半ばが日本人というような状況は考えられなかったように思われ
る｡
ただし,この労働界,あるいは一般社会-の日本人のとけ込みが,あくま
でも ｢かつての状況と比べれば｣という限定付きのものであったという事実
は,その後の事態の推移との関係でここでもう一度強調しておく必要があ
る｡
Ⅰ
シアトルの諸新聞の場合はその後も,すなわち太平洋における日本軍の進
撃が続きアメリカ国民の危機感と反日感情が強まってからも,このような風
潮に樟さして一方的に在米日本人,日系人を攻撃するというようなことはな
かったように思われる｡これがシアトル ･タイムズをはじめとする諸新聞を
管見したかぎりでの私の結論である｡この点においてシアトルは田村紀雄氏
が吟味されたカナダのヴァソクーヴァtとは異なっていた｡
田村氏は,投書欄などを吟味することによって,ヴァンクーヴァ一･サン
紙が意図的に世論を日本人,日系カナダ人の強制収容容認の方向に操作した
のではないかと主張されている(6)｡
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そしてシアトルの諸新聞にもそのような傾向の論説,寄稿を兄いだすこと
は可能である｡たとえば,その多くは警察や FBIの発表を受けた形でではあ
るが,多数の日本人の逮描,その家屋の捜索,日本軍に奉仕した り資金を
送ったりするための秘密結社の摘発,さらには多数の日本人が国防上重要な
地点の近くに住んでいるなどという,戦前からの経緯を考えれば不思議では
ないようなことまでがことあたらしく報道されている(7)｡
しかしながら同時に,日米両国の狭間で苦しむ日本人社会に同情するよう
な記事もまた,けっして少なくはなかった｡強制立ち退きにシアトルの日本
人社会が反対しているという事実や,立ち退きが彼等の労働に依存している
いくつかの産業に打撃を与えるであろうという事実も無視されてはいな
い(8)｡ワシントン･ステイト レイバー .ニュースでさえも,｢魔女狩り｣を
戒める論説を掲載しているのである(9)｡
諸新聞を管見して私にとっ,て特に印象的であったのは,日本人問題を論じ
る記事の中でしばしば若い女性や子供の写真が掲載されているという事実で
ある｡凶暴に,あるいは陰険にデフォルメされた中年男性の写真が読者の反
感を招き,他方であどけない子供や若い女性の写真が共感と同情を呼ぶとい
う事実は,洋の東西を問わない｡したがってそのような写真の掲載に,編集
者の密かな好意を感じたとしてもさほどの深読みとは思えないのである｡
3紙からそれぞれ一つずつ例を挙げておこう｡
まず,ポスト･インテリジェンサー紙は1941年12月8日の ｢戦争のニュー
スが彼等に衝撃を与えている｣というタイトルの記事の中で,4人の少女が
新聞に読み入っている写真を掲載し,次のようなコメソTtを加えているO
深刻なニュー ス- アメ1)カ生まれのシアTlJレ日本人少女たち,すなわちアキ･-
ヤヵワ,マージョリー ･マツシタ,マ1)オン･トミタ,および-マコ･スミヒロが沈
痛な表情でボス1,･イソテ1)ジェソサ のー戦争の記事を読んでいるO当地の日本人は
合衆国に忠誠である,と彼等は宣言した(10)｡
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上記の記事は開戦直後のものだが,以下の2つはいずれも強制立ち退き直
前のものである｡
まずシアトル ･タイムズは,立ち退き直前の日本人社会の状況を報道した
1942年 3月6日の記事の中で,一人の少女がショウ･ウインドウの前に仔ん
でいる写真を掲載し,次のようにコメントしている｡
二つのサインがこの日本人家具店の物語を告げている｡一つはタカアキ･オカザキ
が軍に加わるために家具のビジネスから離れるということを示している｡もう一つの
サイン,｢REMOVALSALE｣は所有者の立ち退きの計画を明らかにしている｡彼の
妹であるメアリー がウィンドウの側に立っている(ll)｡
写真から判断するにメアリーはおそらく中学生か小学校の高学年と思われ
る｡
1942年 3月12日のシア トル ･スターの記事では,20人はどの日本人児童が
白人神父を囲んでいる写真が掲載されて,次のようにコメントされているC
シアトルの日系アメリカ人立ち退き者の中にはこれらのMarykmolSociety伝道会
の少年たちが含まれている｡彼等はOurLadyQueenofMartyrs教区に属する400人
以上の日本人のほんの一部である｡このグループ (上の写真)は伝道会の教区立学校
の200人ほどの生徒の一部である｡彼等は教会の司祭であるレオポルド･Ⅱ･タイバ
サル神父のまわりに集まっているC神父はこの幼稚園を毎日訪れている｡･･.･･(12)
これらはもちろん,私が気が付いた記事の一部に過ぎない｡より多 くの記
事の中でシアトルの諸新聞は,一方において日本軍や日本政府を糾弾しつつ
ち,他方において在米日本人,日系人の置かれた困難な状況に配慮すること
を忘れていないのである｡もちろん先に述べたように,在米日本人-の一般
民衆の清疑心をむしろかき立てるかのような記事を見つけることも,さほど
- 435 -
1378
困難ではない｡しかしながら,全体として考察するならばシアトルの一般新
聞は,立ち退き直前の段階に至るまで在米日本人,日系人に対して公平であ
ろうと努めたのであって,ヴァソクーヴァーの場合とは大きく異なっていた
のである｡
Ⅲ
とはいえ,シアトル一般紙の在米日本人,日系人に対する対応にまったく
変化が見られなかったと言い切ることには,やはり抵抗がある｡微妙ではあ
るが変化は存在したように思われるのである｡
おそらく,太平洋戦線における日本軍の進撃やFBIによる日本人指導者の
相次ぐ検束,捜索のニュースが,彼等の警戒心,猫疑心を強めていったので
あろう｡さらには,同様に警戒心と靖疑心を強めた一般民衆からの圧力も影
響したように思われる｡
真珠湾直後のシアトルで在米日本人への攻撃が散発したことはすで把述ベ
た｡同様の状況はもちろんその後も続いた｡時には白人労働者が,ともに働
く日本人労働者の解雇を要求することもあった｡1942年 1月28日のシア ト
ル ･タイムズは,次のようなコメント付きでオーバーンの鉄道労働者たちの
写真を掲載している｡そしてこれはもちろん同様な事件の一例に過ぎなかっ
た｡
オ バーーンのノ ザーン･パシフィック鉄道の円形機関車庫の従業員たちは,昨日,
円形機関車庫で働いている3人の日本人外国人が48時間以内に解雇されない限り,ス
トライキに突入するという最後通告を会社に突きつけた.労働者たちは,｢日本人が立
ち去るか我々が立ち去るかだ,大統領はこれは総力戦であると言っており,敵は彼が
どこにいようと打倒しなければならない｣と語った(13)0
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このような状況の中で,シアトルを含む西海岸からの在米日本人,日系人
の強制立ち退 き問題が登場 して くる｡そ して私の考えでは この問題が,
ジャーナリズムや労働界のみならず,シア TJレの指導的立場にある多数の
人々の,事実上の試金石となった｡開戦直後に在米日本人,日系人の忠誠を
確信したはずの人々が,その確信が真正のものならは必要ではないはずの在
米日本人,日系人の強制立ち退きを,結局のところ支持したのであるC
その一人にシアトル市長のアール ･ミリケンがいるo
開戦直後にミリキンが市民にあてた声明は,当時のシア トルの多 くの新
聞,有識者同様に在米日本人,日系人への寛容を訴えたものであった｡
当地には多くのニセイ (アメリカ生まれの日本人)がおり,彼等は我が国に忠実で
ある｡同様に,何年も前に日本からやってきた多数の日本人は彼等の祖国とのあらゆ
る関係を絶っている｡
この関連において非寛容な行動を許してはならないo彼等は良きアメ1)カ人であ
り,我々は彼等がこの危機の中で我々から離れていくことを欲しない｡
日本人の一部が合衆国の軍隊に所属していることもまた想起すべきであるO彼等は
我が国の誉れである(14)0
しかしながら翌1942年の3月,市長選をひかえた ミリキンは,対立候補の
デヴィソ判事を,彼は真珠湾攻撃後の日本人に対して寛容でありすぎる,そ
の証拠に2人の日本人が灯火管制の命令に達反した時,彼はわずか50ドルの
罰金を課しただけで彼等を釈放したと攻撃するとともに,日本人立ち退き問
題については次のように主張したのである｡
かつてトー ラン議会委員会において証言したように,私はこの地域からのすべての
日本人の追放を支持している｡これが安全を確保する唯一の方法である｡なぜなら彼
等の中には疑いもなく多数の第5列が存在するからである0本当の攻撃,本当の灯火
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管制の時には,彼等は敵を助けるために活動するであろう(15)｡
ミリキンが態度を変化させたのは,市長選を戦 うにあたってはその方が有
利である,という判断に基づいてのことであろう｡そしてこの推測が正しい
とすれば当時のシアトル市民の多数が,強制立ち退き問題に象徴されるよう
な在米日本人,日系人に対する強硬策を支持 していたということになる｡
そしてこのような一般市民や労働者の動向に呼応して,ワシントン州やシ
アトルの労働団体の多 くも,在米日本人,日系人の強制立ち退きを支持する
に至った｡シアトル中央労働評議会は,後により詳しく述べるように,戦争
が峠を越えた段階での日本人のシアトル-の帰還に対 しても反対の決議を
行ったのである(16)0
このような状況のもとシアトル ･タイムズは,1942年3月4日の論説にお
いて次のように結論する｡
もしも軍がこの完全立ち退きを軍事的観点から見て必要とみなすのであれば,不当
な議論や非難によってそれを妨げてはならない｡
軍をして合衆国の国民が彼らに委ねた義務を遂行せしめよう｡我が国を防衛すると
いう責任を負っているのは軍なのである(17)a
そして3月26日の論説では,｢合衆国のジャップには本国に書き送るべき
ことがある｣というタイ トルのもとに,在米日本人,日系人に次のように忠
告するのである｡
敵国民は我が国の一定地域から立ち退かねばならないということが決定されて以
莱,連邦および地方当局は,移動しなければならない人々にとってそれが可能なかぎ
り容易なものであるようにという努力を,払っているように思われる｡
もちろん,外国人を彼らが,そのうちのあるものは長年にわたって,従事してきた
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事業や職業から切り離すという計画には多くの混乱がある｡しかしながら当局は,節
固としてはいるけれども,過酷であろうとはしていない｡
これらの外国人が獲得した財産その他の利益を維持するためにあらゆる努力が払わ
れている｡彼らは抑留中に彼らに与えられるであろう仕事のすべてについて報酬を受
け取るであろうo明らかにされているところによると,彼らが現在合法的に所有して
いるあらゆるものは最後には回復される,というのが政府の方針である｡その間は彼
らのものは何も破壊されないであろう｡
これと,極東におけるアメリカ国民,あるいはアメリカ人が合法的に獲得した財産
に対する日本の対応として知られているものを,比較して見よう0日本人に侵略され
たすべての地においてそれは無慈悲に破壊されてきたのであるo
我が国の日本人は当然このような取り扱いの違いに気がつくに違いない｡強制立ち
退きがどんなに悲しいことであろうとも,彼らは彼らの利益を維持しようという政策
に感謝すべきである(18)｡
こうしてシア トルの政界,労働界,ジャーナ 1)ズムの大勢は,一般市民の
多数の支持のもとに,軍事的要請を金科玉条 として,合衆国憲法に保障され
た市民の権利を無視するに至ったのであるoそのような状況に照らした時,
1942年4月3日付けの,｢生命,自由および幸福追求の権利｣と題 した黒人新
聞ノースウェス ト･エンタープライズの以下のような論説の意義は,あらた
めて明らかになって くる｡
世界のもっとも完全な民主主義の基礎となる偉大な文書中のオアシスは,すべての
市民に生命,自由および幸福を追求する権利を保証したパラグラフである｡
150年以上を経たその青々とした土地も,戦争の世界を包み込む憎悪と不安の火の
拡がりの中で枯れ果てようとしている｡
アメリカ生まれの日本人の強制移転によって,正義と平等を追求するというアメリ
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カの名声はもはや輝きを失った｡我々が誇りとしてきた愛国主義は,人種的偏見の炎
によってのみ動かされている無節操で無思慮な連中の盾になる危険にさらされてい
る｡
多くのアメリカ生まれの日本人が,志願兵や徽募兵として合衆国の軍隊に勤務して
いる｡彼等ほど気前良く国防債券を購入する者はいない.彼等は赤十字の作業に活動
的である｡犯罪と貧困は共存するものだが,彼等は唯一の例外である｡我々は望むま
まに発言することも行動することもできるのであるCアメリカ生まれの男性,女性,
および子供たちが彼等の家から追放され,自由と幸福を追求する権利を奪われる時,
我々はもはや正義を誇ることはできないD祖先だと! なぜ ドイツ人とイタリア人は
｢黄色いジャップ｣と同じ扱いを受けないのだ｡彼等の財産についてはどうなのだ｡強
欲人間どもが-ゲワシのように日本人の事業や,日本人の家をつけねらい,獲物にほ
くそえんでいる様を見るのは吐き気がする｡
我々は日本人のために論じているのではない｡我々はむしろ,我々に生命,自由,そ
して幸福を追求する権利という光線を与えてくれる唯一の太陽のために論じているの
である｡..‥..‥(19)
しかしながらもちろん,このような主張に耳を傾けるものは少なかった｡
まもな くシア トルの日本人は内陸の収容所-向かって旅立った｡エンタープ
ライズの広告面からも我々は,そのようなシア トルにおける日本人の経済活
動の終末を窺 うことがで きる｡すなわ ち 4月17日には まだ,｢FUJIrs
CAFE｣ と ｢TOKYOCAFE｣ という明らかに日本人経営の レス トランの広
告が掲載されている｡しかしながら,4月24日号からは ｢FUJI'SCAFE｣が
消えている｡5月1日号からは ｢TOKYOCAFE｣も消えて,その後の数年
間は日本人経営と思われるビジネスの広告をこの黒人紙上に兄いだす ことが
できないのである(20)｡
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Ⅳ
強制立ち退きをめぐる論争から数年後に在米日本人,日系人をめぐる第2
の問題が発生する｡収容所から帰還する日本人をいかに受け入れるかという
問題である.
日本人排斥連盟やリメンバー･パール--バー連盟のような自称愛国者集
団と,日本人との経済的競争をおそれる人々,たとえば農産物ディーラーな
どが帰還反対運動の中心になった｡そして例のごとく一部の政治家がこれに
呼応した｡1944年の初頭にはシアトル市長のウィリアム･デヴィソもまた,
他の西部主要都市の市長とともに西部防衛司令官エモンズ中将に書簡を送っ
て日本人を帰還させることのないように要請した｡
しかしながら連邦政府が帰還の実行を決定すると,デブィンはそれ-の対
応を銀行家ジョージ･グリーンウッドを委員長とする市民統一委員会 Civic
UnityCommiteeに委ねた(21)0
CUCは1942年2月に,当時合衆国の各地で頻発した黒人と白人の対立が
シアトルにも波及することを恐れたデヴィン市長の指示によって設立され
た｡CUCの構成,活動などの詳細については,いずれ別稿で帰還の問題だけ
をより詳しく吟味したいと考えているので,このノートでは説明を省略す
る｡ここでは委員の一人アーサー･バーネッTlが夜間外出禁止令と強制立ち
退き令に反対して最高裁に至るまで闘争したゴードン･ヒラバヤシの弁護士
でもあったという事実だけを指摘しておく｡
ともあれ,CUCは連邦政府の方針を支持し,日本人のシアトル-の受け入
れに多大な努力を払った｡｢日本人のシアトレ-の帰還が暴力を伴 うことな
く成功したのは諸要因が結びついたからであるが,そこにおいて CUCは重
要な役割を演じた｣と-ワード･ドローカーは主張している(22)｡
シアトル ･タイムズやポスト･インテリジェソサーも,グリーンウッドの
要請を受け入れてこれに協力した｡シアトル ･タイムズは1944年12月20日の
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論説で忠誠な市民をも巻き込んだ無差別な強制立ち退きにあらためて疑問を
投げかけるとともに,そのような処置に耐えた日本人を賞賛し,シアレレ市
民に対して彼等の帰還を歓迎するよう勧告したoボス1･インテリジェソ
サーもまた日系兵士の勇気を讃え,帰還反対派の人々を批判した｡
しかしながら労働界,特に AFL系の労働運動の反応は異なってい
た(23)｡
産業別組織会議 (CIO)系の労働運動については,明確に断定するほどの
史料を私は入手していない｡しかしながら,ワシントン･ステイ ト･CIO･
ニュースWashingtonStateCIONewsを管見するかぎりにおいては,彼等
が日本人の帰還に反対していたとは思えなかった｡なぜならその1944年6月
号に,｢CIO取合員である日系アメリカ人,南太平洋の戦闘に死す--シア
トル発- 太平洋で戦死した最初の日系アメリカ人,ケン･オムラ軍曹はシ
アトルの第7支部の最初の,そしてもっとも忠実な阻合点であった｣という
見出しの下に,ケン･オムラ軍曹のCIOとの関係を紹介し,その早すぎる死
を悼む記事が掲載されているからである｡このような記事は,単なる論説以
上に読者の在米日本人,日本人-の共感を呼ぶ可能性がある｡したがって,
シアトルの CIOが帰還に反対しているならばこのような記事が掲載される
ことはなかったであろうと私は考えている(24)O
これに対して,AFL系のワシソTlソ州労働総同盟やシアトル中央労働評
議会は在米日本人,日系人の帰還に真っ向から反対した｡CUCが設定した帰
還問題についての会合において,中央労働評議会代表チャーリー ･ドイル
紘,｢君らが彼等を帰還させた結果として,何人が街灯から吊されることに
なっても我々は責任を負わないぞ｣と発言したと言う(25)｡当時のシアトルの
労働運動において,ほとんどそれを牛耳っているといってもさしつかえない
ほど強力な影響力を持っていたデイヴ.ペックが率いるティームスター組合
の機関紙,ワシントン･ティームスター WashingtonTeamsterに掲載され
た次のような論説は,彼等の日本人労働者-の姿勢がまったく20世紀初頭の
-442-
第二次大戦期のシアトルにおける新聞と日本人問題 1385
レベルにまで後退 してしまったという事実を示 している｡
ジャップとの厳しい闘いを経験してきた太平洋岸の労働者は,彼等を帰還させるべ
きではないと決心している｡西海岸への疫病の帰還に対するこの反対は,シアトルで
開かれたティームスター取合の西部大会の最近の会議においてデイヴ･ペックによっ
て表明された｡
我々はジャップが,安上がりの労働力だから,不潔な状態の中でも喜んで生活する
からという理由で最初に鉄道会社によって我が国に運び込まれ,我が国の産業やビズ
ネスに侵入し,我が国の政府とアメリカ的生活様式に敵対する強力な利益集団を作 り
上げたということを知っている｡
長年の間ジャップはスト破りとなり,アメリカ労働者の生活水準を引き下げようと
する連中の自発的な奴隷となってきた｡
労働団体はジャップとの間に非常に多くのいやな経験を有しているので,闘いなく
して彼等の帰還を受け入れることはないであろう｡これは脅しではなく単なる事実の
表明である｡現在ジャップの当地への帰還を歓迎すべきであると叫んでいる利己的か
つ馬鹿げた集団は,賃金を引き下げるためにより多くの安上がりの労働力を供給しよ
うと欲しているのである｡
労働者はこのような状況を注意深く監視し,行動の準備をしておかねばならな
い(26)0
Ⅳ
それでは黒人紙はこの間題にどのように対応 したのであろうか｡
日本人帰還が問題になっていた時期の黒人紙の論説や記事の中に私は,真
珠湾攻撃直後に,あるいは強制立ち退 きが問題 となっていた時期にノース
ウェス ト.エソタプライズが述べたような明確な日本人擁護の論説は,つい
に発見することができなかった｡とはいえ,ノースウェス ト･エソタープラ
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イズの紙上にも,黒人人口の急増を受けて1943年末に新たに創刊されたノー
スウェスト･-ラルドNorthwestHeraldの紙上にも(27),日本人に好意的
な,したがって結果的に読者を在米日本人,日系人の帰還支持の方向に動か
しそうな記事は,かなり多く存在していたDしたがって,両紙とも実質的に
は帰還支持の立場であった,と考えてもさしつかえないであろう｡これが私
の結論である｡
このことは,当時のシアトルの黒人新聞を取り巻く環境を考慮すると,か
なり高く評価すべきことであるように思われる｡なぜなら,もしも彼等が黒
人だけの短期的な利益に囚われて利己的に振る舞ったならば,帰還に反対し
たかも知れない理由が存在したからである｡
第 1に,帰還する日本人労働者が黒人労働者の競争相手となり,戦時中に
上昇した彼等の賃金を引き下げる可能性があった｡すでに述べたよううに白
人主体のAFL系労働観合が.,同じような理由で日本人の帰還に反対してい
たのであるが,影響を受ける可能性はおそらく黒人労働者の方が大きかった
はずである｡
戦前のシアトルでは,駅の赤帽やホテルのボーイなど合衆国の他の地方で
は一般に黒人が従事している職業の多くを,日本人をはじめとするアジア人
が占めていた｡大戦期にこれらの職業に進出した黒人は,当然帰還する日本
人との間で職の奪い合いになるのを恐れたことであろう(28)｡また,シアb/レ
に流入した黒人の多くはボーイング社をはじめとする軍需生産で職を得てい
たのであるが,帰還が問題になる頃にはそれも峠を迎えようとしており,や
がてくる失業の懸念がすでに彼等にのしかかっていたのである｡
第2に,クィソタ-ド･テイラーが指摘しているとおりであるとすれば,
そして私は彼の議論には十分な説得力があると考えるのであるが,在米日本
人,日系人に対する白人の反発が減少しつつあるこの時期に,シアトル黒人
一般の在米日本人,日系人に対する反発は逆に増大しつつあったのであるO
白人について言えば次のように推察できる｡真殊湾攻撃に激怒して在米日
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本人,日系人の立ち退きと収容を支持した市民の間にも,戦争が峠を越え勝
利を確信できるようになると,忠誠を誓ったアメリカ市民までも強制的に立
ち退かせた連邦政府の処置に対する疑問が広がってくる｡日系兵士の活躍の
ニュースが彼等の自責の念をいっそう強めるD真珠湾攻撃直後にタイムズ,
ポスト.インテリジェンサー,スターの各紙が一致して強調していたような
シ771/レ日本人社会の数十年間の努力と地域社会-の貢献の記憶は,その際
に大きな助けとなったことであろう｡
しかしながら,シアトルの黒人社会は戦時中にまったく変化してしまって
いた｡国勢調査によればシアトルの黒人人口は1940年の3789人から1万5666
人-と4倍以上に急増している｡この間の日本人人口の変化は6975人から
5778人であるから,日本人人口に対する黒人人口の比率は2分の1から2倍
以上-と逆転したのであるO
つまり戦時中の大移動によってシアトル黒人の大部分は,戦前期における
日本人社会の努力や貢献も,黒人社会と日本人社会との細々としたものでは
あっても続けられてきた経済,社交,奉仕活動,さらにはスポーツなどを通
じての交流なども,まったく記憶にない人々になってしまったのである｡そ
の多くはおそらく日本人を見たこともなかったであろうO彼等がシアTJレに
流入した時には,日本人は強制立ち退きによってシアトルには存在しなかっ
たのであるからO彼等にとって日本人とはまさに太平洋で死活の囲いを続け
ている敵国人であって,そのような彼等が帰還する日本人を経済的なライ
ヴァルとしてしか見なかったとしても無理からぬことと言わざるを得ないの
である(29)0
以下のノースウェス ト･-ラル ドの記事も,黒人たちの間に様々な議論が
あり,一部は日本人の帰還に反対していたという事実を明らかにしているo
西海岸への日本人の帰還を許すかどうかについての賛否の議論が盛んに行われてい
る｡私は我が人種の何人かとこの問題について話したが,彼等の議論は様々であった0
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しかしながら反対する,あるいは中立の人は次のようにその理由を述べた｡｢それが
我々にどんな関係があるのか?｣
これに対 して-ラル ドは,オ レゴン州-- ミス トンの傷病軍人会支部
HermistonPost,DisabledAmericanVeteransが ｢日本人や黒人の復員軍人
の加盟 を け っ して認 め な い nevertoalow aJapaneseoracolored
veteran｣ と決議 したという記事を紹介し,次のように主張するのである｡
日刊紙からクリップしたこの記事が,私の主張の正しさを裏付けている｡ある少数
人種が差別され,彼等の市民権が無視される時には,他の人種も同じように扱われる
のである(30)0
同様にノースウェス ト･エンタープライズにも,読者を日本人の帰還支持
に導 くであろうと思われるような記事が少な くない｡その最たるものは,イ
タリアや太平洋戦線における日系兵士の活鍵を賞賛する記事であるが,それ
以外の記事の中でそのような傾向のものを一つだけ紹介 しておこう｡
日系アメリカ人看護婦マサコ･タカヨシの病院への復帰に対する最近の反対運動に
関連して,-ーバービュウ一･カウソティ･ホスピタルの看護婦たち宛の,彼女たち
を批判する在フランスの日系人アメ1)カ人兵士,ヨーゾ～ ･ミヤコ上等兵の公開状
が,タイムズによって受理された｡
ミス･タカヨシは,彼女の存在に反対する請麻が職員たちの間に回覧されたため
に,わずか数日しか病院にはとどまらなかった｡ミヤコ上等兵の看護婦たちへの書簡
は以下のようなものである｡
｢本当に私は,かつての同僚の一人,あなたたちと同じ職業の女性に対するあなた
たちの非常に不公平な態度に示されたあなたたちの狭量さに驚き,傷ついています｡
私は,あなたたちには人種や色にかかわりなくという書かれざる了解事項があると考
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えていました｡
｢タカヨシ看護婦に反対する請願にサイ'/することを拒否した看護婦たちに対して
紘,『脱帽 !』,あなたたちは真にアメリカを民主主義のために守るための一歩を踏み
出したのです(31)a
帰還問題をめぐるこれらの記事は,アメリカ独立宣言の理想にのっとって
強制立ち退きを批判した数年前のエンタープライズの論説ほどには,格調高
くはないかも知れないoLかしこれを先のワシントン･ティームスターの論
説と比較したならば,その意義は明らかであろう｡
Ⅴ
このように,真珠湾攻撃直後の時点ではほぼ一致して在米日本人,日系人
の苦境に理解を示したシアtl)レのジャ-ナルズムであったが,その後の事態
の進展の中で対応は分かれていった｡黒人新聞は,黒人の経済的利益に反す
る可能性があり,また反日本人感情が黒人民衆の間に広がりつつあったにも
かかわらず,ほぼ一貫して,民主主義の理念と同じ被差別マイノリティーと
しての連帯感から,日本人への迫害に反対し続けた｡シアトル ･タイムズの
ような一般新聞は,日本軍の進撃が続いた危機の時代には軍事的視点を重視
して強制立ち退きを支持したが,戦争が終局に近づくと日本人のシアトル-
の帰還を横極的に支援するようになった｡このような中で AFL系の労働運
動は,日本人の強制立ち退きを支持すると同時に,そのシアトル-の帰還に
もほとんど最後まで反対し続けたのであるo
荏
(1)'LetUsKeepOurRecordClear".NorthwestEnterprise,December12.1941.'By
E.Ⅰ.氏."と記されていることから,この論説の筆者は "publisherandeditor"の
-447-
1390
E.Ⅰ.Robinsomであると思われる｡
(2)"FjTStDutyDfaCjtizeT)二MindYourOwnBusiness",SeattleTimes,December9,
1941.'OurJapanese",SeattlePostjnteuigencer,Decemberll,1941,シア トル ･ス
ターもまた,12月8日の記事でジェームズ ･サカモ7.夫妻による日系人の合衆国への
忠誠の誓いを報道し,また16日にはワシントン大学の日系人学生の手記を転載して,読
者に "aninsightofthefeelingsofAmericancitizenswhohappentobeJapaneseby
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